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論文審査の結果の要旨

本論文は，外部集出のメンバーが自集団lこ対して批判的あるいは差別的言動を示す理由を、敵対

意図（hostileintention）が外部集団内に集合的に存在することに帰属する認知行為が、集団間関係の

ダイナミクスに及ぼす影響について、社会心理学的観点、から検討を行った研究成果をまとめたもの

である。世界各地で高まりを見せる集団間葛藤を念頭におき、その背最で働いている社会心理学的

ダイナミズムを、個人の認知や感情のみならず、集合レベノレの認知や感情との関係に着目した理論

モデルを構築したうえで、精密な質問紙調査を国際的に繰り返し行い、データの比較分析によって、

理論モデルの妥当性を実証的に検討することに取り組んだ。集合的な敵対意図の存在の認知と原因

帰属を引き起こす文化社会的変数を明らかにしつつ、国家主義と愛国主義の相違をもたらす変数を

同定し、集団間情動理論をベースとして、怒りや忌避感情が集団間関係に与える影響を明らかにし

た。これらの成果に基づいて、集団聞の葛藤や紛争を抑制するための方途について検討し、実践的

提言を試みている。現状の研究における限界と今後の課題も的確に置、識されており、今後さらなる

研究の発展が期待される。これらの研究の成果は、学会においても高く評価されており、研究テー

すは心理学としての学術的栖値の高さのみならず、集団関葛藤の効果的な提言マネジメントに有益

な実践的提言につながるものとしても評価できる。よって3 本論文は博士（心理学）の学位に値す

るものと認、める。


